
２
０
２
１
年
度 

第
２
回
九
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
学
部
） 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

全
問
題
に
共
通
す
る
基
準 

 

 

国
語
の
答
案
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
採
点
し
ま
す
。 

  

１ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
配
点
は
な
い
も
の
と
し
、
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
そ
の
設
問
の
得
点
か
ら
一
箇
所
に
つ
い
て
１ 

点
ず
つ
減
点
し
ま
す
。
た
だ
し
、
配
点
を
越
え
る
減
点
は
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
脱
字
。
同
じ
漢
字
を
複
数
回
誤
っ
て
も
同
一
の
大
問
の
中
で
は
２
回
目
以
降
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
脱
字
は

一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｂ 

文
を
記
述
す
る
設
問
で
文
末
の
句
点
の
抜
け
て
い
る
場
合
も
脱
字
と
し
１
点
減
点
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
と
き
、
最
後
の
マ
ス
目
ま
で
文
字
が
書
い
て
あ
る
場
合
も
脱
字
と
し
１
点
減
点
し
ま
す
。 

ｄ 

字
数
指
定
の
あ
る
と
き
、
最
後
の
マ
ス
目
に
文
字
と
句
点
を
同
居
さ
せ
て
い
る
場
合
。
こ
れ
は
本
来
字
数
超
過
で
３
ｂ
か
ら
０
点 

と
す
べ
き
で
す
が
脱
字
と
し
１
点
の
減
点
に
留
め
ま
す
。 

ｅ 

字
数
指
定
の
あ
る
と
き
、
一
マ
ス
に
記
述
記
号
と
文
字
を
同
居
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
吹
き
出
し
用
い
た
り
二
重
線
で
消
し
た
り 

す
る
な
ど
、
解
答
欄
を
不
適
切
に
用
い
た
も
の
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｆ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と
い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
。
ま
た
、
理
由 

が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か
ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
。
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」 

で
結
ん
で
い
る
も
の
と
認
め
ま
す
。
ま
た
、「
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
認
め
ま
す
。 

※
文
末
の
処
理
の
仕
方
に
つ
い
て
各
大
問
・
各
設
問
で
異
な
る
指
示
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
不
問
と
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
配
点
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
、
減
点
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｃ 

説
明
問
題
で
、
解
答
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
も
の
。 

 

４ 

記
述
式
の
設
問
は
、
原
則
と
し
て
採
点
基
準
に
従
い
部
分
点
を
与
え
ま
す
が
、
本
文
の
趣
旨
と
採
点
基
準
の
考
え
方
か
ら
し
て
誤
り

が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
配
点
の
範
囲
内
で
減
点
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 



 
一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
４
５
点
） 

 

☆
現
代
文
の
配
点
は
、「
内
容
点
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
・
・
・
）
と
「
構
造
点
」（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
・
・
・
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
内
容
点
は
各
条

件
内
に
要
素
（
①
②
③
・
・
・
）
が
３
つ
以
上
あ
り
、
得
点
が
あ
る
場
合
、
満
点
の
範
囲
内
で
要
素
点
が
１
点
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。 

 

問
１
 
５
点 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

Ａ
①
○
１
点 

Ａ
②
○
１
点 

「
自
由
」
は 

 

好
き
勝
手
に
や
る
こ
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、〈
Ａ
２
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
れ
で
は
ロ
ッ
ク
の
私
的
所
有
の
社
会
の
よ
う
に
、 
世
の
中
が
無
秩
序
に
陥
る
と
考
え
た
か
ら
。〈
Ｂ
２
点
〉 

 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
＝
Ａ
と
Ｂ
の
両
方
の
要
素
が
あ
り
、
意
味
が
成
立
し
て
い
る
。
→
○
＋
１
点 

 
 

 

（
内
容
【
４
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
５
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
部
分
採
点
可
能
で
あ
り
、
ま
た
各
条
件
内
に
お
い
て
は
左
に
示
す
形
で
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。 

（
４
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。（
１
点
） 

 

Ａ 

「『
自
由
』
は
好
き
勝
手
に
や
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、」（
２
点
） 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
一
方
の
条
件
。 

① 

「『
自
由
』
は
」
の
要
素
で
１
点
。 

 

○ 

「『
自
由
』
と
は
」「『
自
由
』
で
あ
る
こ
と
は
」
な
ど
で
も
可
。 

 

✖ 

「『
自
由
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

② 

「
好
き
勝
手
に
や
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、」
の
要
素
で
１
点
。 

〇 

「
好
き
勝
手
に
や
っ
て
い
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、」「
自
分
勝
手
に
行
動
し
て
い
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、」
な
ど
で
も

可
。 

 
 
 

✖ 

「
好
き
勝
手
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

Ｂ 

「
そ
れ
で
は
ロ
ッ
ク
の
私
的
所
有
の
社
会
の
よ
う
に
、
世
の
中
が
無
秩
序
に
陥
る
と
考
え
た
か
ら
。」（
２
点
） 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

① 

「
そ
れ
で
は
ロ
ッ
ク
の
私
的
所
有
の
社
会
の
よ
う
に
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
そ
う
で
あ
れ
ば
ロ
ッ
ク
に
よ
る
私
的
所
有
制
の
社
会
の
よ
う
に
、」「
そ
れ
は
ロ
ッ
ク
の
言
う
私
的
な
所
有
を
前
提
と
す

る
社
会
の
ご
と
く
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
ロ
ッ
ク
」「
私
的
所
有
」
の
二
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
世
の
中
が
無
秩
序
に
陥
る
と
考
え
た
か
ら
。」
の
要
素
で
１
点
。 

○ 

「
世
の
中
が
混
乱
に
陥
る
と
み
な
し
た
か
ら
。」「
世
界
が
秩
序
を
失
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
。 

✖ 

「
無
秩
序
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 



問
２ 

８
点 

 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ル
ソ
ー
に
始
ま
り
、 

カ
ン
ト
等
に
も
引
き
継
が
れ
た
、 

共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
忠
実
に
守
り
、 

Ａ
④
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
⑤
○
１
点 

他
者
と
協
力
し
合
う
こ
と
と
い
う 

「
真
の
自
由
」
が
、 

〈
Ａ
５
点
〉 

Ｂ
○
１
点 

法
を
守
る
こ
と
で
〈
Ａ
５
点
〉 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

逆
に
「
自
由
」
を
束
縛
す
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。 

〈
Ｃ
１
点
〉〈
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
＝
７
点
〉 

 

Ｘ
○
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
→
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
う
ち
２
つ
以
上
に
得
点
が
あ
り
、
意
味
が
成
立
し
て
い
れ
ば
＋
１
点 

 
 

 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
８
点
） 

 
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ａ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
７
点
） 

 ※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。（
１
点
） 

  

Ａ 

「
ル
ソ
ー
に
始
ま
り
、
カ
ン
ト
等
に
も
引
き
継
が
れ
た
、
共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
忠
実
に
守
り
、
他
者
と
協
力
し
合
う
こ
と
と

い
う
『
真
の
自
由
』
が
、」〈
５
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
話
題
の
条
件
。 

 
 

① 

「
ル
ソ
ー
に
始
ま
り
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
ル
ソ
ー
を
源
と
し
て
、」「
ル
ソ
ー
に
由
来
し
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
ル
ソ
ー
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 

② 

「
カ
ン
ト
等
に
も
引
き
継
が
れ
た
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
カ
ン
ト
な
ど
の
思
想
家
に
も
引
き
継
が
れ
た
、「
カ
ン
ト
な
ど
が
継
承
し
た
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
カ
ン
ト
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

③ 

「
共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
忠
実
に
守
り
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
共
同
体
の
一
員
と
し
て
法
を
遵
守
し
、」「
共
同
体
の
成
員
で
あ
る
以
上
法
を
守
り
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
守
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

④ 

「
他
者
と
協
力
し
合
う
こ
と
と
い
う
」
の
要
素
で
１
点
。 

 

○ 

「
他
者
と
の
協
力
を
意
味
す
る
と
い
う
」「
他
者
と
の
相
互
協
力
と
い
う
」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「
他
者
と
の
協
力
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

⑤ 

「『
真
の
自
由
』
が
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
本
当
の
『
自
由
』
が
、」「
真
実
の
『
自
由
』
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「『
真
の
自
由
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

 

Ｂ 

「
法
を
守
る
こ
と
で
」〈
１
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
一
方
の
条
件
。 



 
 

○ 

「
法
の
遵
守
に
よ
っ
て
」「
法
に
従
う
こ
と
で
」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
法
を
守
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

Ｃ 

「
逆
に
『
自
由
』
を
束
縛
す
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。」〈
１
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

 
 

○ 

「
反
っ
て
『
自
由
』
が
奪
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。」「
逆
に
『
自
由
』
を
拘
束
す
る
よ
う
に
思
え
る
こ
と
。」
な
ど
で

も
可
。 

 
 

✖ 

「『
自
由
』
の
束
縛
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 
 問

３ 

９
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

  
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

ま
ず
、
時
々
の
欲
望
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、 

「
自
律
」、
つ
ま
り
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る 

 

姿
勢
を
持
つ
こ
と
、〈
Ａ
＝
２
点
〉 

Ｘ
○
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
→
Ａ
①
と
②
が
○
（
＝
Ａ
２
点
の
と
き
）
＋
１
点 

 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

 

他
方
で
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、 

協
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
、 
人
民
の
一
般
意 

Ｂ
④
○
１
点 

志
を
体
現
し
、 

共
同
体
の
法
に
従
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。〈
Ｂ
＝
４
点
〉 

Ｙ
○
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
→
Ｂ
①
と
【
Ｂ
②
～
④
の
１
つ
以
上
】
が
○
（
＝
Ｂ
①
を
含
み
、
Ｂ
が
２
点
以
上
の
と
き
）
＋
１
点 

 

Ｚ
○
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
→
Ａ
と
Ｂ
に
そ
れ
ぞ
れ
得
点
が
あ
る
と
き 

＋
１
点 
 

  

（
内
容
【
Ａ
２
点
＋
Ｂ
４
点
】
＋
構
造
【
Ｘ
１
点
＋
Ｙ
１
点
＋
Ｚ
１
点
】
＝
６
点
＋
３
点
＝
９
点
） 

 
 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
は
、
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
に
お
い
て
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
６
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
は
、
右
に
示
し
た
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点

す
る
。（
３
点
） 

 

Ａ 

「
ま
ず
、
時
々
の
欲
望
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
自
律
」、
つ
ま
り
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
、」 

〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
実
現
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。 

① 

「
ま
ず
、
時
々
の
欲
望
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
一
方
で
、
欲
望
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、」「
ま
ず
、
そ
の
時
の
欲
望
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、」
な
ど
で

も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
欲
望
の
抑
制
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

② 

「『
自
律
』、
つ
ま
り
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
他
人
に
よ
ら
ず
、
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る
こ
と
、」「
自
分
で
自
分
を
律
す
る
こ
と
、」
な
ど
で
も
可
。 



 
 
 

✖ 

「『
自
律
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
Ｂ 
「
他
方
で
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、
共
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
、
人
民
の
一
般
意
志
を
体
現
し
、
共
同
体
の

法
に
従
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」〈
４
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
実
現
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
し
な
い
他
方
の
条
件
。 

 
 

① 

「
他
方
で
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
他
方
で
、
自
分
勝
手
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、」「
恣
意
的
に
振
る
舞
う
特
殊
な
個
人
で
は
な
く
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
勝
手
気
ま
ま
な
個
人
」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 

② 

「
共
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
共
同
体
の
成
員
と
な
っ
て
、」「
共
同
体
の
構
成
員
に
な
っ
て
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
共
同
体
の
一
員
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

③ 

「
人
民
の
一
般
意
志
を
体
現
し
、」
の
要
素
で
１
点
。 

○ 

「
人
民
の
一
般
意
志
を
自
分
の
意
志
に
し
て
、」「
人
民
の
一
般
意
志
を
意
志
し
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
一
般
意
志
の
体
現
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

④ 

「
共
同
体
の
法
に
従
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
共
同
体
の
法
を
遵
守
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」「
共
同
体
の
法
を
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
要
す
る
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖ 

「
共
同
体
の
法
に
従
う
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

問
４ 

１０
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
○
１
点 

バ
ー
リ
ン
は
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ル
ソ
ー
が
い
う
よ
う
な
「
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）」
が
、 

何
か
の
規
範
へ
と
自
分
を
あ
て
は
め
る 

Ｂ
③
○
１
点 

も
の
で
あ
り
、 

「
自
由
」
と
言
い
な
が
ら
人
間
を
規
範
に
拘
束
し
て
し
ま
う
点
を
批
判
し
、〈
Ｂ
３
点
〉 

Ｘ
○
〈
分
析
〉
Ｂ
①
～
③
の
う
ち
２
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

Ｃ
①
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
方
、「
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）」
が
、 

ロ
ッ
ク
以
来
、
近
代
社
会
の
中
で
機
能
し
て
き
た
も 

Ｃ
③
○ 

の
で
あ
り
、 

何
ら
か
の
束
縛
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
。〈
３
点
〉 

Ｙ
〈
分
析
〉
Ｃ
①
～
③
の
う
ち
２
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

 
 

Ｚ
〈
分
析
〉
Ａ
～
Ｃ
の
条
件
の
う
ち
２
つ
以
上
の
条
件
に
○
→
＋
１
点 

 
 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
３
点
】
＝
１０
点
） 

 

 ☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ｂ
、
Ｃ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
７
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
の
組
み
合
わ
せ
の
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の

み
加
点
す
る
。（
３
点
） 



 
Ａ 
「
バ
ー
リ
ン
は
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 
傍
線
部
の
説
明
を
す
る
た
め
の
〈
主
体
〉
明
示
の
条
件
。 

 
 

✖ 
「
バ
ー
リ
ン
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
×
。 

  

Ｂ 

「
ル
ソ
ー
が
い
う
よ
う
な
「
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）」
が
、
何
か
の
規
範
へ
と
自
分
を
あ
て
は
め
る
も
の
で
あ
り
、「
自
由
」

と
言
い
な
が
ら
人
間
を
規
範
に
拘
束
し
て
し
ま
う
点
を
批
判
し
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
の
主
張
を
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
し
て
い
く
た
め
の
〈notP

〉
の
条
件
。 

 

① 

「
ル
ソ
ー
が
い
う
よ
う
な
『
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）』
が
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

〇 

「
ル
ソ
ー
の
い
う
『
積
極
的
自
由
』
が
、」「
ル
ソ
ー
が
主
張
す
る
『
～
の
自
由
』
が
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
ル
ソ
ー
」「『
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）』」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

② 

「
何
か
の
規
範
へ
と
自
分
を
あ
て
は
め
る
も
の
で
あ
り
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
何
か
の
規
範
へ
と
人
間
を
流
し
込
む
も
の
で
あ
り
、」「
何
ら
か
の
規
範
に
自
分
を
従
属
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、」
な
ど
で

も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
規
範
へ
の
あ
て
は
め
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

③ 

「『
自
由
』
と
言
い
な
が
ら
人
間
を
規
範
に
拘
束
し
て
し
ま
う
点
を
批
判
し
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

〇 

「『
自
由
』
を
訴
え
な
が
ら
人
間
を
規
範
で
縛
っ
て
し
ま
う
点
を
非
難
し
、」「『
自
由
』
を
主
張
し
な
が
ら
人
間
を
規
範
の

支
配
下
に
置
い
て
し
ま
う
点
を
論
断
し
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「『
自
由
』
を
語
る
」「
規
範
に
よ
る
拘
束
」「
批
判
」
の
三
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

Ｃ 

「
一
方
、「
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）」
が
、
ロ
ッ
ク
以
来
、
近
代
社
会
の
中
で
機
能
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の

束
縛
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
。」〈
３
点
〉 

  

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
の
主
張
を
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
し
て
い
く
た
め
の
〈butQ

〉
の
条
件
。 

 

① 

「
一
方
、『
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）』
が
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

〇 

「
他
方
で
、
消
極
的
自
由
が
、」「
一
方
、『
～
か
ら
の
自
由
』
が
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「『
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
✖
０
点
。 

 
 

② 

「
ロ
ッ
ク
以
来
、
近
代
社
会
の
中
で
機
能
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
ロ
ッ
ク
以
後
の
近
代
社
会
で
有
意
味
の
働
き
を
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、」「
近
代
社
会
で
ロ
ッ
ク
以
後
有
効
と
み
な
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
ロ
ッ
ク
以
来
、
機
能
し
て
き
た
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

③ 

「
何
ら
か
の
束
縛
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

〇 

「
何
か
の
拘
束
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
価
値
づ
け
た
と
い
う
こ
と
。」「
人
間
を
な
ん
ら
か
の
不
自
由
か
ら
解
き
放
つ

点
を
肯
定
し
た
と
い
う
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
束
縛
か
ら
の
解
放
」「
評
価
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 



 
問
５ 
８
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

「
言
論
の
自
由
」
は
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

 

そ
の
弾
圧
へ
の
反
対
を
叫
べ
ば
無
条
件
に
正
し
い
よ
う
に
き
こ
え
る
が
、〈
Ｂ
１
点
〉 

 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
の
自
由
は
、
誰
も
真
理
は
知
り
え
な
い
と
い
う
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
を
前
提
に
し
て
お
り
、 

 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
④
○
１
点 

 

ま
た
そ
の
前
提
を
認
め
て
も
、 

正
し
い
こ
と
を
言
う
意
志
が
な
け
れ
ば 

無
秩
序
を
招
く
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。〈
Ｃ
４
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ｃ
①
○
（
必
須
）
＋
Ｃ
②
～
④
の
う
ち
、
１
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

 

Ｙ
〈
逆
説
〉
Ａ
～
Ｃ
の
条
件
の
う
ち
２
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

  

（
内
容
【
６
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
８
点
） 

 
 
 
 

 
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ｃ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
６
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加

点
す
る
。（
２
点
） 

  

Ａ 

「『
言
論
の
自
由
』
は
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
話
題
提
示
の
条
件
。 

 
 
 

✖ 

「『
言
論
の
自
由
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

Ｂ 

「
そ
の
弾
圧
へ
の
反
対
を
叫
べ
ば
無
条
件
に
正
し
い
よ
う
に
き
こ
え
る
が
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
一
方
の
条
件
。 

 
 
 

○ 

「
言
論
へ
の
弾
圧
に
抵
抗
す
れ
ば
絶
対
的
に
正
し
い
よ
う
に
見
え
る
が
、」「
そ
れ
が
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
に
反
抗
す
れ
ば
前

提
的
に
正
し
い
よ
う
に
思
え
る
が
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
言
論
弾
圧
に
反
対
」「
無
条
件
に
正
し
い
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

 
 

Ｃ 

「
そ
の
『
自
由
』
は
、
誰
も
真
理
は
知
り
え
な
い
と
い
う
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
を
前
提
に
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
前
提
を
認

め
て
も
、
正
し
い
こ
と
を
言
う
意
志
が
な
け
れ
ば
無
秩
序
を
招
く
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。」〈
４
点
〉 

 
 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
し
な
い
他
方
の
条
件
。 

 
 

 
 



 
 

① 

「
そ
の
『
自
由
』
は
、
誰
も
真
理
は
知
り
え
な
い
と
い
う
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
を
前
提
に
し
て
お
り
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
そ
の
自
由
は
、
誰
も
真
理
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
根
拠
の
曖
昧
な
不
可
知
論
を
土
台
に
し
て
お
り
、」「
そ
の
自
由
は
、

誰
も
真
理
を
判
断
し
得
な
い
と
い
う
無
条
件
に
正
し
い
と
は
い
え
な
い
不
可
知
論
に
依
拠
し
て
お
り
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 
「
自
由
」「
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
二
成
分
が
そ
ろ
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

② 

「
ま
た
そ
の
前
提
を
認
め
て
も
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
仮
に
そ
の
前
提
に
立
つ
と
し
て
も
、」「
そ
れ
を
認
め
た
と
し
て
も
、」
な
ど
で
も
可
。 

✖ 

「
不
可
知
論
の
是
認
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 
 

③ 

「
正
し
い
こ
と
を
言
う
意
志
が
な
け
れ
ば
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
正
し
い
発
言
を
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
な
い
と
」「
正
義
を
語
ろ
う
と
す
る
意
志
が
な
け
れ
ば
」
な
ど
で
も
可
。 

✖ 

「
正
し
い
こ
と
を
い
う
意
志
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 ④ 

「
無
秩
序
を
招
く
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
混
乱
に
陥
る
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。」「
秩
序
喪
失
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
。 

✖ 

「
無
秩
序
を
招
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

問
６ 

５
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
の
「
自
由
」
の
意
味
は 

鋭
く
対
立
し
て
お
り
、〈
Ａ
２
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 

 

ど
ち
ら
の
意
味
で
理
解
す
る
か
で
、 

目
指
す
べ
き
社
会
像
が
全
く
違
っ
て
く
る
か
ら
。〈
Ｂ
２
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
・
Ｂ
両
方
に
○
有
り
→
＋
１
点 

 
 

（
５
点
） 

  ☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
４
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
は
、
右
に
示
し
た
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

（
１
点
） 

Ａ 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
の
『
自
由
』
の
意
味
は
鋭
く
対
立
し
て
お
り
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
〈
因
果
関
係
〉
の
〈
因
〉
の
条
件
。 

 
 

① 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
の
『
自
由
』
の
意
味
は
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
に
お
け
る
『
自
由
』
と
言
う
言
葉
の
意
味
は
」「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
『
自
由
』
の
概
念
は
」

な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
」「『
自
由
』
の
意
味
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
鋭
く
対
立
し
て
お
り
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
正
反
対
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、」「
矛
盾
す
る
関
係
に
あ
り
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
鋭
く
対
立
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 



Ｂ 

「
ど
ち
ら
の
意
味
で
理
解
す
る
か
で
、
目
指
す
べ
き
社
会
像
が
全
く
違
っ
て
く
る
か
ら
。」〈
２
点
〉 

 
※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
〈
因
果
関
係
〉
の
〈
果
〉
の
条
件
。 

 
 
 

① 
「
ど
ち
ら
の
意
味
で
理
解
す
る
か
で
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
ど
ち
ら
の
概
念
を
採
用
す
る
か
で
、」「
ど
ち
ら
の
考
え
方
を
採
る
か
で
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
意
味
の
選
択
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 

② 

「
目
指
す
べ
き
社
会
像
が
全
く
違
っ
て
く
る
か
ら
。」
の
要
素
。 

○ 

「
よ
し
と
す
べ
き
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
の
別
物
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。」「
目
標
と
な
る
社
会
像
が
全
く
別
の
様
相

と
な
る
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
社
会
像
」「
全
く
違
う
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 



 
二
（
古
文
）
採
点
基
準
（
文
＝
３
０
点
） 

 

問
１ 

各
２
点
×
３
＝
６
点 

 

［
傍
線
部
①
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

満
足
な
さ
る
様
子
で 

お
過
ご
し
に
な
る
。【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
後
鳥
羽
院
は
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 

 

Ａ
「
満
足
な
さ
る
様
子
で
」（
１
点
） 

 

※
「
御
心
ゆ
く
さ
ま
に
て
」
の
解
釈 

  

○
「
満
足
げ
な
ご
様
子
で
」
と
い
う
内
容
。 

✖
そ
の
ま
ま
「
心
ゆ
く
ま
ま
」
は
ダ
メ
。
✖
０
点
。 

 

  

Ｂ
「
お
過
ご
し
に
な
る
」（
１
点
） 

 

 

※
「
過
ご
さ
せ
給
ふ
」
の
解
釈
。 

  

○
「
過
ご
し
な
さ
る
」
と
い
う
内
容
。
「（
時
を
）
過
ご
し
」
＋
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
意
味
。
完
答
。 

 

✖
「
～
な
さ
っ
た
」
の
よ
う
に
、
過
去
の
意
味
を
加
え
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

  

［
傍
線
部
②
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

お
酒
を
召
し
あ
が
る 

折
に
、【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
後
鳥
羽
院
は
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 

 

Ａ
「
お
酒
を
召
し
あ
が
る
」（
１
点
） 

 

※
「
大
御
酒
参
る
」
の
解
釈 

  

○
「「
お
酒
を 

召
し
あ
が
る
」
の
内
容
。 

○
「
酒
を
飲
む
」
＋
尊
敬
の
意
味
。 

✖
「
酒
を
飲
む
」
＋
謙
譲
（
い
た
だ
く
）
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
✖
０
点
。 

 

  



Ｂ
「
折
に
」（
１
点
） 

 

 
※
「
つ
い
で
に
」
の
解
釈
。 

  

○
「
時
に
」
「
際
に
」「
機
会
に
」
の
よ
う
な
解
答
。 

✖
こ
れ
だ
け
正
解
で
は
加
点
無
し
。 

  

［
傍
線
部
③
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

お
着
物
を
脱
い
で
（
褒
美
と
し
て
）
お
与
え
に
な
る
【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
後
鳥
羽
院
は
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 

 

Ａ
「
お
着
物
を
脱
い
で
」（
１
点
） 

 

※
「
御
衣
ぬ
ぎ
て
」
の
解
釈 

  

○
「「
お
着
物
を 

脱
ぐ
」
の
内
容
。 

✖
単
に
「
着
物
」
は
✖
。
後
鳥
羽
院
へ
の
敬
意
が
必
要
。「
お
着
物
」 

○
「
お
着
物
」
は
「
お
召
し
物
」
な
ど
、
敬
意
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

○
「
脱
い
で
」
が
「
お
脱
ぎ
に
な
っ
て
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
当
然
○
。 

 

Ｂ
「（
褒
美
と
し
て
）
お
与
え
に
な
る
」（
１
点
） 

 

 

※
「
か
づ
け
さ
せ
給
ふ
」
の
解
釈
。 

  

○
「
褒
美
と
し
て
」
は
無
く
て
も
○
。 

 

✖
「
与
え
え
る
」
な
ど
、
「
さ
せ
給
ふ
」
の
二
重
尊
敬
尊
を
踏
ま
え
て
い
な
い
も
の
は
✖
。 

   

問
２ 

４
点 

 

 
 
 
 
 

※ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
）

副
詞
「
い
と
」
＋ 

  
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 

ア
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
心
得
」
未
然
形
＋
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
連
用
形
＋ 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
な
る
」
連
用
形
＋
接
続
助
詞
「
て
」 

 



☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
〈
副
詞
「
い
と
」〉
は
加
点
し
な
い
。
た
だ
し
、
間
違
っ
て
い
る
場
合
、
▲
１
点
減
点
。 

 

Ａ 

ア
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
心
得
」
未
然
形 

 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

Ｂ 

打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
連
用
形 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

Ｃ 

ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
な
る
」
連
用
形 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

Ｄ 

接
続
助
詞
「
て
」 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

✖
例
を
示
し
て
、
答
え
方
を
指
定
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
意
で
も
こ
の
ま
ま
で
な
い
も
の
は
不
可
✖
。 

  

問
３ 

ア
３
点
＋
イ
４
点
＝
７
点 

 

［
ア
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

す
ば
ら
し
い
配
慮 

で
あ
る
よ
【
３
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
す
ば
ら
し
い
配
慮
」（
２
点
） 

 

※
「
い
た
き
わ
ざ
」
の
解
釈 

  

○
「
素
晴
ら
し
い
こ
と
」
「
非
常
に
趣
き
深
い
気
配
り
」「
た
い
そ
う
風
流
な
所
作
」
で
も
可
。
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
。 

 

Ｂ
「
で
あ
る
よ
」（
１
点
） 

 

※
「
な
れ
（
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」）」
の
解
釈 

  

○
「
で
あ
る
」
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
だ
」
で
も
可
。 

 

✖
Ａ
に
加
点
が
無
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

  



［
イ
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

（
模
範
解
答
例
） 

修
明
門
院
の
、
昔
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
っ
て 

勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
準
備
す
る 

と
い
う
配
慮
。 

【
４
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
修
明
門
院
の
」（
１
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
誰
の
」 

  

Ｂ
「
昔
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
っ
て 

勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
準
備
す
る
」（
３
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
の
よ
う
な
」 

 

※
「
い
に
し
へ
よ
り
、
殿
上
の
賭
弓
と
い
ふ
こ
と
に
は
、
こ
れ
を
こ
そ
か
け
物
に
せ
し
か
。（
昔
か
ら
、
宮
中
の
賭
弓
と
い
う

も
の
に
は
、
こ
の
銭
を
賞
品
に
し
た
も
の
だ
）」
を
踏
ま
え
る
。
次
の
①
②
の
２
点
に
各
１
点
。 

 

① 

「
昔
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
っ
て
」（
１
点
） 

※
「
い
に
し
え
の
決
ま
り
に
倣
っ
て
」
な
ど
と
い
う
内
容
。 

 ② 

「
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
準
備
す
る
」（
２
点
） 

※
「
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
選
ぶ
」
と
い
う
内
容
。 

△
趣
旨
は
正
し
い
が
「
銭
」
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
△
１
点
減
点 

 

※
「
と
い
う
配
慮
。」 

 

※
加
点
し
な
い
が
、
抜
け
て
い
る
場
合
、
▲
１
点
減
点 

 

○
「
配
慮
」
を
意
味
す
る
書
き
方
な
ら
、「
～
と
い
う
行
い
」
な
ど
で
も
○
。 

  

問
４ 

５
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

 

 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
に
が
し
の
中
将
が
、
修
明
門
院
様
が
準
備
し
た
銭
に
つ
い
て
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
意
外
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
た 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
○ 

の
は
間
違
い
で
あ
っ
た
と
気
付
か
さ
れ
た 

こ
と
。 

【
５
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
な
に
が
し
の
中
将
が
」（
１
点
） 

 

※
思
っ
た
主
語
の
補
足 

  

○
「
中
将
が
」
だ
け
で
も
良
い
。 

 

Ｂ
「
修
明
門
様
が
準
備
し
た
銭
に
つ
い
て
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
意
外
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
た
（
こ
と
）」（
２
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
」
の
内
容 



  
○
「
修
明
門
院
様
が
準
備
し
た
銭
が
賭
け
事
の
商
品
と
し
て
は
不
適
切
と
判
断
し
た
」
と
い
う
内
容 

 

△
「
修
明
門
院
様
が
」
が
抜
け
て
い
た
ら
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

Ｃ
「
間
違
い
で
あ
っ
た
と
気
付
か
さ
れ
た
」（
２
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
う
思
っ
た
か
」
の
内
容 

  

○
「
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」
と
い
う
内
容
。 

○
「
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
」
で
も
可
。 

 

○
Ｂ
か
ら
の
流
れ
で
、「
思
っ
た
」
内
容
だ
と
取
れ
れ
ば
、「
間
違
っ
て
い
た
」
で
も
可
。
○
。 

 

※
「
～
こ
と
」 

 

※
文
末
処
理
。「
～
と
い
う
こ
と
」
な
ど
。 

▲
加
点
は
し
な
い
が
、
文
末
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。 

   

問
５ 

６
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

秦
の
な
に
が
し
と
い
う
随
身
が 

白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
の
も
、 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
○ 

『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を
踏
ま
え
た 

非
常
に
風
情
が
あ
る
趣
向
で
あ
る 

と
い
う
こ
と
。【
６
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
秦
の
な
に
が
し
と
い
う
随
身
が 

白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
の
も
」（
３
点
） 

 

※
「
こ
れ
も
」
の
内
容 

 

○
「
秦
の
な
に
が
し
が
白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
と
い
う
行
為
」
と
い
う
内
容 

 

※
次
の
①
②
の
２
点
に
加
点
す
る 

 

 
 
 

①
「
秦
の
な
に
が
し
と
い
う
随
身
が
」（
１
点
） 

 
 
 
 
 

○
主
体
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
○
１
点
。 

 
 
 
 
 

○
「
あ
る
随
人
が
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
れ
ば
○ 

 

② 

「
白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
の
も
」（
２
点
） 

○
行
為
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
○
２
点
。 

△
光
源
氏
の
目
の
前
で
、
調
理
を
し
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
Ｂ
①
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
Ａ
②
の
内
容

が
不
完
全
で
も
後
鳥
羽
院
の
目
の
前
で
調
理
を
す
る
よ
う
な
行
為
と
と
れ
れ
ば
、
△
１
点
と
す
る
。 

 

Ｂ
「『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を
踏
ま
え
た 

非
常
に
風
情
が
あ
る
趣
向
で
あ
る
」（
３
点
） 

 

※
「
け
し
か
る
わ
ざ
か
な
」
の
内
容 

 

○
「
源
氏
物
語
を
踏
ま
え
た
風
情
の
あ
る
趣
向
」
と
い
う
内
容
。 

 

※
次
の
①
②
の
２
点
に
加
点
す
る 



 

 
 
 

①
「『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を
踏
ま
え
た
」（
１
点
） 

 
 
 
 
 

○
「
け
し
か
る
わ
ざ
（
心
憎
い
趣
向
）」
と
い
え
る
こ
と
が
ら
。 

○
行
為
が
、『
源
氏
物
語
』
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
内
容
。 

 

 
 

②
「
非
常
に
風
情
が
あ
る
趣
向
で
あ
る
」（
２
点
） 

○
「
け
し
か
る
わ
ざ
」
の
意
味 

※
「
心
憎
い
」
「
す
ば
ら
し
い
」
趣
向
で
あ
る
と
い
う
、
プ
ラ
ス
の
意
味
。 

✖
「
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
想
像
か
ら
の
、
マ
イ
ナ
ス
に
取
っ
て
い
る
も
の
は
✖
。 

 

※
「
～
こ
と
」 

 

※
文
末
処
理
。「
～
と
い
う
こ
と
」
な
ど
。 

▲
加
点
は
し
な
い
が
、
文
末
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。 

   

問
６ 

２
点 

 

オ 
 
 
 

 



三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
３
０
点
） 

  

問
１ 

各
２
点
×
２
＝
４
点 

 

［
傍
線
部
①
］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
例
） 

奥
ゆ
か
し
く
【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

○
「
心
惹
か
れ
（
て
）」
「
慕
わ
し
く
」
で
も
可
。 

 

△
「
奥
ゆ
か
し
い
」「
心
が
惹
か
れ
る
」
「
慕
わ
し
い
」
の
よ
う
な
言
い
切
り
の
も
の
は
△
１
点
。 

   

［
採
点
例
］ 

 
 
 

✖
０
点 

 

１ 

素
晴
ら
し
く
【
０
点
】 

  
 
 

✖
０
点 

そ
の
ま
ま
は
不
可
。
訳
し
て
い
な
い
。 

２ 

心
憎
く
【
０
点
】 

  

［
傍
線
部
②
］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
例
） 

仏
道
修
行
【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

○
「
勤
行
」
で
も
可
。 

 

✖
「
修
行
」
「
行
い
」「
動
作
」「
行
動
」
な
ど
は
不
可
✖
０
点
。 

 

✖ 

動
詞
に
し
て
い
る
も
の
は
不
可
。 

  

問
２ 

各
２
点
×
３
＝
６
点 

 

［
傍
線
部
Ａ
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

い
ま
さ
ら 

私
が 

申
し
上
げ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
私
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 



 
Ａ
「
い
ま
さ
ら
」（
１
点
） 

 

※
「
は
じ
め
て
」
の
解
釈 

  

○
「
あ
ら
た
め
て
」「
新
し
く
」
と
い
う
内
容
。 

 

✖
「
は
じ
め
て
」
の
ま
ま
は
不
可
✖
。 

 

Ｂ
「
申
し
上
げ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」（
１
点
） 

 

※
「
申
す
べ
き
な
ら
ず
」
の
解
釈 

  

○
「
言
う
ま
で
も
な
い
」
＋
謙
譲
の
意
。
完
答
。 

 

○
「
べ
き
」
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
て
も
、
書
い
て
い
な
く
て
も
そ
う
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

○ 

意
志
と
し
て
、「
つ
も
り
は
な
い
」
の
よ
う
に
訳
し
て
も
○
。 

   

［
傍
線
部
Ｂ
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

※ 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

も
は
や 

そ
の
女
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は 

ま
っ
た
く
お
っ
し
ゃ
ら
ず
【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
左
衛
門
督
公
光
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 

 

※
「
も
は
や
」
の
訳
は
そ
の
ま
ま
「
今
は
」
と
し
て
い
る
な
ど
、
基
本
的
に
不
問
。
あ
ま
り
に
も
お
か
し
い
と
き
は
▲
１
点
減
点
。 

 

Ａ
「
そ
の
女
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（
１
点
） 

 

※
「
そ
の
筋
の
こ
と
な
ど
」
の
訳 

 

○
「
そ
の
筋
」
の
具
体
的
な
内
容
の
補
足
。「
そ
の
女
性
と
の
関
係
」
と
い
う
内
容
が
あ
れ
ば
○
。
も
っ
と
く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
て

も
も
ち
ろ
ん
○
。 

 

Ｂ
「
ま
っ
た
く
お
っ
し
ゃ
ら
ず
」（
１
点
） 

 

※
「
つ
ゆ
も
掛
け
ず
」
の
訳 

 

○
「
ま
っ
た
く
（
つ
ゆ
も
）
話
題
に
せ
ず
（
掛
け
ず
）」「
何
も
（
つ
ゆ
も
）
口
に
せ
ず
（
掛
け
ず
）」
の
よ
う
な
内
容
。 

「
つ
ゆ
も
」
＋
「
掛
け
ず
」
の
２
点
の
訳
が
必
要
。
尊
敬
体
で
な
く
て
も
○
。 

 

○
「
掛
け
ず
」
は
「
気
に
掛
け
る
そ
ぶ
り
も
な
く
」
の
よ
う
で
も
○
。 

 

✖
「
い
い
き
り
」
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
不
可
✖
。 

  



［
傍
線
部
Ｃ
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
前
半
） 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 

Ａ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

ど
れ
も 

 
 

い
い
加
減
な 

も
の 

は
な
い
。【
２
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
ど
れ
も
～
な
い
」（
１
点
） 

 

※
「
何
事
を
か
」
の
訳 

 

○ 

反
語
表
現
「
何
が
～
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
～
で
は
な
い
」
も
可
。 

 

Ｂ
「
い
い
加
減
な
」（
１
点
） 

 

※
「
お
ろ
か
な
る
」
の
訳 

 

○
「
い
い
加
減
だ
」「
並
一
通
り
だ
」
と
訳
し
て
あ
る
こ
と
。 

✖
「
お
ろ
か
だ
」
の
よ
う
な
も
の
は
不
可
。
✖ 

 



問
３ 

５
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
１
点 
Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
後
半 

女
房
の
、 

南
無
阿
弥
陀
仏
と
さ
え
唱
え
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
悩
も
す
ぐ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る 

と
い
う
思
い
。【
５
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
女
房
の
～
と
い
う
思
い
」（
１
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
誰
の
～
思
い
」
に
あ
た
る
部
分
。 

 

※
こ
れ
だ
け
で
は
得
点
で
き
な
い
。
Ｂ
や
Ｃ
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ｂ
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
さ
え
唱
え
れ
ば
」（
２
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
の
よ
う
な
」
に
あ
た
る
部
分
そ
の
①
。 

 

※
「『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
と 

だ
に 

申
し 

つ
れ
ば
」
に
あ
た
る
部
分
。 

 
 

 

○
「
だ
に
」
「
つ
れ
ば
」
を 

 

○
「
だ
に
」
が
「
せ
め
て
～
だ
け
で
も
」
と
い
う
希
望
の
最
小
の
意
で
も
可
。 

○
「
つ
れ
ば
」
が
「
～
す
る
と
必
ず
」「
～
す
る
と
い
つ
も
」
の
よ
う
な
必
然
の
意
で
あ
る
こ
と 

 

△
「
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
る
こ
と
」
は
あ
る
が
、「
だ
に
」「
つ
れ
ば
」
を
踏
ま
え
て
い
な
い
場
合
、
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

  

Ｃ
「
ど
ん
な
苦
悩
も
す
ぐ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
２
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
の
よ
う
な
」
に
あ
た
る
部
分
そ
の
②
。 

 

※
「
い
か
な
る
こ
と
も
こ
そ
と
く
消
え
失
せ
て
、
慰
さ
む
心
地
す
る
こ
と
に
て
侍
れ
」
に
あ
た
る
部
分
。 

  

○
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
こ
と
の
効
用
を
書
く
。 

○
「
つ
ら
い
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ
る
」
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
「
す
ぐ
に
（
と
く
）」
が
訳
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
▲
１
点
減
点
で
、
△
１
点
」。「
つ
ら
い
こ
と
」
に
当
た
る
内
容
が
無
け
れ
ば
Ｃ
は
✖
。 

   

問
４ 

５
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

法
華
経
は 

他
の
ど
ん
な
書
物
と
も
違
い
、
何
度
読
ん
で
も
い
つ
も
意
外
な
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
新
鮮
に
感
じ
て
し
ま
う 

か
ら
。 

【
５
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
法
華
経
は
」（
１
点
） 

 

※
「
あ
さ
ま
し
く
め
で
た
け
れ
」
と
思
う
対
象
の
明
示
。 

 

※
こ
れ
だ
け
で
は
得
点
で
き
な
い
。
Ｂ
や
Ｃ
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ｂ
「
他
の
ど
ん
な
書
物
と
も
違
い
」（
２
点
） 

 

※
法
華
経
は
他
の
書
物
と
比
べ
て
別
格
で
あ
る
と
い
う
内
容
。 



  
○
本
文
で
は
、
「
い
か
に
面
白
く
絵
物
語
と
言
へ
ど
、
二
三
編
も
見
つ
れ
ば
う
る
さ
き
も
の
な
る
」
と
し
、
そ
れ
と
対
比
し
て

法
華
経
は
（
す
ば
ら
し
い
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
絵
物
語
」
を
使
っ
た
、
具
体
的
な
書
き
方
で
も
○
。 

 

Ｃ
「
何
度
読
ん
で
も
い
つ
も
意
外
な
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
新
鮮
に
感
じ
て
し
ま
う
」（
２
点
） 

 

※
何
度
読
ん
で
も
い
つ
も
新
鮮
で
あ
る
と
い
う
内
容
。 

  

○
本
文
の
、「
こ
れ
（
＝
法
華
経
）
は
、
千
部
を
千
部
な
が
ら
聞
く
た
び
に
め
づ
ら
し
く
、
文
字
ご
と
に
は
じ
め
て
聞
き
つ
け

た
ら
む
こ
と
の
や
う
に
お
ぼ
ゆ
る
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

✖
傍
線
部
を
訳
し
た
だ
け
の
、「
法
華
経
は
、
意
外
に
思
う
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
か
ら
」
な
ど
は
✖
０
点
。
設
問
は
、「
意
外
に
思

う
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
」
と
感
じ
る
理
由
を
問
う
て
い
る
。 

 
 ※

「
～
か
ら
」 

 

※
文
末
処
理
。「
～
か
ら
／
の
で
／
た
め
」
な
ど
。 

▲
加
点
は
し
な
い
が
、
文
末
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。 

   

問
５ 

５
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

あ
り
が
た
い
『
法
華
経
』
の
文
言
を 

一
言
一
句
と
し
て
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が 
『
源
氏
物
語
』
の
唯
一
の
欠
点 

  

※ 

で
あ
る
こ
と
。【
５
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
あ
り
が
た
い
『
法
華
経
』
の
文
言
」（
１
点
） 

 

※
対
象
の
明
示
。 

  

○
「
法
華
経
（
の
文
字
）」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
○
。 

 

✖
「
経
の
文
字
」
の
よ
う
に
、「
法
華
経
」
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
は
✖
。「
お
経
」
も
✖
。 

 

※
こ
れ
だ
け
で
は
得
点
で
き
な
い
。
Ｂ
や
Ｃ
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
す
る
。 

  

Ｂ
「
一
言
一
句
と
し
て
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
」（
２
点
） 

 

※
（『
源
氏
物
語
に
』）「
法
華
経
の
引
用
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
。 

  

Ｃ
「『
源
氏
物
語
』
の
唯
一
の
欠
点
」（
２
点
） 

 

※
「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
た
っ
た
一
つ
の
問
題
点
」
と
い
う
内
容
。 

 

△
単
に
、「
欠
点
」
と
あ
る
場
合
は
△
１
点
。 

 

※
「
～
で
あ
る
こ
と
。」 

 

※
文
末
処
理
。「
～
で
あ
る
こ
と
／
と
い
う
こ
と
／
こ
と
。」
な
ど
。 



▲
加
点
は
し
な
い
が
、
文
末
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。 

   

問
６ 

５
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 

現
世
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
大
変
信
仰
が
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 

紫
式
部
ほ
ど
の
人
物
が 

 

 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

『
法
華
経
』
を
見
て
い
な
い
わ
け
が
な
い 

と
答
え
て
い
る
。【
５
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
現
世
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
大
変
信
仰
が
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
２
点
） 

 

※
紫
式
部
に
対
す
る
、
意
見
① 

 

※
こ
の
後
登
場
す
る
、
２
番
目
の
女
房
の
意
見
「
（
紫
式
部
は
）
い
み
じ
く
道
心
あ
り
（
＝
た
い
そ
う
深
い
信
仰
心
が
あ
り
）、

後
世
の
恐
れ
を
思
ひ
て
朝
夕
行
ひ
を
の
み
し
つ
つ
（
＝
来
世
に
地
獄
に
落
ち
る
の
を
恐
れ
て
、
朝
晩
仏
道
修
行
ば
か
り
を
し

な
が
ら
）」
を
踏
ま
え
る
。 

 

○
「
紫
式
部
は
非
常
に
信
仰
が
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
内
容
。 

 

Ｂ
「
紫
式
部
ほ
ど
の
人
物
が
」（
１
点
） 

 

※
対
象
の
明
示 

 

※
こ
れ
だ
け
で
は
得
点
で
き
な
い
。
Ａ
や
Ｃ
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ｃ
「『
法
華
経
』
を
見
て
い
な
い
わ
け
が
な
い
」（
２
点
） 

 

※
紫
式
部
に
対
す
る
、
意
見
② 

 

※
こ
の
後
登
場
す
る
、
１
番
目
の
女
房
の
意
見
「
さ
ば
か
り
な
り
け
む
人
（
＝
紫
式
部
ほ
ど
の
人
が
）、
い
か
で
か
さ
る
こ
と

あ
ら
む
（
＝
ど
う
し
て
法
華
経
を
み
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
や
見
な
い
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）」
を
踏
ま
え
る
。 

 

○
「
紫
式
部
は
『
法
華
経
』
を
絶
対
に
見
て
い
た
は
ず
」
と
い
う
内
容 



 
四
（
漢
文
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
４
５
点
） 

 

問
１ 

４
点
＋
５
点
＝
９
点 

 
 

（
１
）
４
点 

 

（
模
範
解
答
） 

あ
に
ひ
と
り
ひ
ん
し
よ
（
ょ
）
の
み
な
ら
ん
や
【
４
点
】 

 

（
別
解
答
） 

 

あ
に
ひ
と
り
ひ
ん
し
よ
（
ょ
）
の
み
な
ら
ん
【
４
点
】 

  

☆
加
点
の
条
件 

 

✖
ひ
ら
が
な
以
外
の
文
字
を
一
字
で
も
用
い
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

 

※
句
読
点
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

  

△ 

「
ひ
と
り
」
を
、「
た
だ
」
ま
た
は
「
た
だ
に
」
と
し
て
い
る
も
の
は
▲
３
点
減
点
で
、
△
１
点
。 

✖ 

他
は
一
字
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
不
可
✖
０
点
。 

  

（
２
）
５
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 

 

Ｂ                        

Ｂ 

（
模
範
解
答
）
ど
う
し
て
た
だ 

庶
民 

だ
け
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
庶
民 

だ
け
で
は
な
い
。 

 

☆
加
点
の
条
件 

  

Ａ
「
豈
に
独
り
～
の
み
な
ら
ん
や
」
の
訳 

 

「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
、（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」 

 

 
 

○
「
ど
う
し
て
」
は
「
な
ぜ
」
も
可
。 

※
「
た
だ
」
の
有
無
は
不
問
。 

▲
た
だ
し
、「
た
だ
に
」
と
訳
し
て
い
る
も
の
は
▲
１
点
減
点
。 

   

○
「
だ
け
」
を
「
の
み
」
と
訳
し
て
い
る
も
の
も
○
。 

○
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
庶
民
だ
け
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の
も
○
と
す
る
。 

○
「
だ
ろ
う
」
が
な
く
、「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
か
、
い
や
、
～
だ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の
も
○
。 

○
「
～
だ
ろ
う
か
」
で
な
く
「
だ
ろ
う
」
の
み
と
し
て
い
る
場
合
も
可
。 

 
 

○
「
ど
う
し
て
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
は
、「
ど
う
し
て
～
に
限
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
」
の
よ
う
な
訳
も
可
と
す
る
。 

 
 

○
「（
い
や
）
庶
民
だ
け
で
は
な
い
」
は
、「
貴
人
も
同
様
で
あ
る
」
の
よ
う
な
訳
も
可
と
す
る
。 

  
 

▲
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
は
あ
る
が
、「
い
や
、
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
部
分
を
誤
っ
て
い
る
も
の
は
▲
３
点

減
点
（
＝
△
２
点
）。 

（
例
）「
い
や
、
庶
民
で
は
な
い
」
や
「
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の 

△
２
点 

 ▲
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
の
部
分
は
誤
っ
て
い
る
（
例
：「
ど
う
し
て
庶
民
だ
ろ
う
か
」）
が
、 



「（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
部
分
は
正
し
く
書
け
て
い
る
も
の
は
▲
３
点
減
点
（
＝
△
２
点
）。 

 

 
 

✖
「（
た
だ
）
～
だ
け
」
が
な
く
、「
ど
う
し
て
、
庶
民
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
庶
民
で
は
な
い
」「
庶
民
で
は
な
い
」
の
よ
う
に
し
て

い
る
も
の
（
累
加
形
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
も
の
）
は
✖
０
点
。 

   

○
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
が
な
く
、「（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
み
＝
反
語
の
意
味
す
る
内
容
が
あ
れ
ば
、

○
５
点 

 

  

△
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
の
部
分
は
正
し
く
書
け
て
い
る
が
、「（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
反
語
を
意
味

す
る
部
分
が
な
い
も
の
＝
▲
１
点
減
点
（
＝
△
４
点
） 

  

Ｂ
「
庶
民
」（「
衆
庶
」
の
訳
） 

※
加
点
要
素
と
し
な
い
。 

 

 

▲
た
だ
し
、「
庶
民
」「
ふ
つ
う
の
人
」
の
意
味
で
言
い
換
え
ず
、
そ
の
ま
ま
「
衆
庶
」
と
し
て
い
る
も
の
や
、
明
ら
か
に
間
違

っ
た
訳
を
当
て
て
い
る
も
の
は
▲
１
点
減
点
。 

   

問
２ 

４
点
＋
５
点
＝
９
点 

 
 

（
１
）
４
点 

 

（
模
範
解
答
） 

莫
レ 

若
三 

太 

子 

之 

最 

愛
二 

陛 

下
一 
也 

 

☆
加
点
の
条
件 

  

※
解
答
例
の
み
正
解
。 

✖
一
カ
所
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
✖
０
点
。 

 

✖
送
り
仮
名
や
振
り
仮
名
を
一
カ
所
で
も
つ
け
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

  

（
２
）
５
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○ 

 

Ｂ
○
１
点 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
４
点 

（
模
範
解
答
）
皇
太
子
が 

最
も
陛
下
を
愛
し
て
い
る 

の
に
及
ぶ
者
は
お
り
ま
せ
ん
。 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※
敬
語
表
現
（「
～
ま
す
・
～
で
す
」
な
ど
）
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

 

Ａ
「
皇
太
子
が
」 

 

※
「
太
子
之
（
太
子
の
）」
の
訳
。
こ
れ
だ
け
で
は
加
点
し
な
い
。 

 

▲
た
だ
し
、
ま
っ
た
く
訳
出
し
て
い
な
い
も
の
や
、
明
ら
か
に
間
違
っ
た
訳
を
し
て
い
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 



 
○
「
皇
太
子
」
は
「
太
子
」「
皇
嗣
」
も
○
。 

 
▲
「
皇
太
子
」
を
「
皇
子
」
と
す
る
の
は
不
可
。
▲
１
点
減
点
。 

 
 
 

（「
皇
太
子
」
と
「
皇
子
」
は
同
じ
で
は
な
い
。「
皇
子
」
は
皇
帝
の
子
す
べ
て
を
指
す
が
、
「
皇
太
子
」
は
皇
帝
の
子
の

う
ち
時
期
皇
帝
と
さ
れ
る
一
人
だ
け
を
指
す
） 

 

Ｂ
「
最
も
陛
下
を
愛
し
て
い
る
」（
１
点
） 

 

※
「
最
愛
陛
下
（
最
も
陛
下
を
愛
す
る
）」
の
訳 

 

 

○
「
陛
下
」
は
「
皇
帝
」
「
帝
」「
文
帝
」「
あ
な
た
」
も
可
○
。 

 

○ 

「
愛
し
て
い
る
（
愛
す
る
）」
は
、
「
敬
愛
す
る
」
「
好
き
」
な
ど
も
可
○
。 

 

Ｃ
「
の
に
及
ぶ
者
は
お
り
ま
せ
ん
」（
４
点
） 

 

※
「
莫
若
（
～
に
若
く
は
莫
し
）」
の
訳 

 

 

○
「
～
に
か
な
う
も
の
は
な
い
」「
～
に
並
ぶ
者
は
な
い
」「
～
に
等
し
い
も
の
は
な
い
」「
～
以
上
に
…
も
の
は
な
い
」「
～
よ

り
も
…
も
の
は
な
い
」
の
よ
う
な
訳
も
可
○
。
最
上
級
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

✖ 

た
だ
し
、「
皇
太
子
が
最
も
太
子
を
愛
し
て
お
り
ま
す
」
の
よ
う
な
訳
は
、
意
訳
と
し
て
は
問
題
な
い
が
、
Ｂ
ま
で
の
訳
で

あ
り
、
要
素
Ｃ
を
訳
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
✖
不
可
と
す
る
。
０
点
。 

   

問
３ 

６
点 

  
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

Ｂ
①
○
１
点 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

（
模
範
解
答
）
皇
太
子
が 

文
帝
の 

 
 

で
き
も
の
の
膿
を
吸
い
出
す
の
を 

い
や
が
る
様
子
。 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
皇
太
子
が
」（
２
点
） 

 

※
設
問
条
件
の
「
誰
の
」
に
あ
た
る
部
分 

 

○
「
太
子
」
「
皇
嗣
」
も
可
○
。 

 

Ｂ
「
文
帝
の
で
き
も
の
の
膿
を
吸
い
出
す
の
を
」（
２
点
） 

※
①
「
文
帝
の
」、
②
「
で
き
も
の
の
膿
を
吸
い
出
す
の
を
」
に
各
１
点 

 

 

①
「
文
帝
の
」(

１
点) 

○
「
文
帝
の
」
は
、「
皇
帝
の
」「
帝
の
」
「
父
帝
の
」「
父
の
」「
父
親
の
」
も
可
○
。 

 

 

②｢

で
き
も
の
の
膿
を
吸
い
出
す
の
を
」（
１
点
） 

    

○
「
吮
癰
」
の
注
釈
「
で
き
も
の
の
膿
を
口
で
吸
い
取
る
」
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
可
○
。 

 
 

○
「
吸
い
出
す
」
は
「（
口
で
）
吸
い
取
る
」
も
可
。 

 
 

✖ 

た
だ
し
「
吸
う
」
だ
け
で
、「
取
り
除
く
」
意
味
の
な
い
も
の
は
✖
加
点
な
し
。
０
点
。 

 
 

○
「
で
き
も
の
の
膿
」
は
、「
で
き
も
の
」「
膿
」
の
み
も
可
○
と
す
る
。 

 
 

○
「
膿
」
は
「
う
み
」
「
ウ
ミ
」
も
許
容
、
○
と
す
る
。 

 
 

✖
「（
皇
帝
の
）
命
令
に
従
う
の
を
（
い
や
が
る
）」
と
し
て
、
命
令
の
内
容
に
触
れ
て
い
な
い
も
の
は
✖
。
０
点
。 

  

Ｃ
「
い
や
が
る
様
子
」（
２
点
） 

 

※
設
問
条
件
の
「
ど
の
よ
う
な
様
子
」
に
あ
た
る
部
分 



 
○
「
拒
否
す
る
」「
で
き
な
い
」「
難
色
を
示
す
」
の
意
の
表
現
で
も
可
○
。 

 
▲
設
問
で
、「
ど
の
よ
う
な
様
子
」
か
を
問
う
て
い
る
の
で
、「
～
様
子
。」
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。 

 

問
４ 

６
点 

  
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

Ｂ
○
１
点 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

（
模
範
解
答
）
鄧
通
が 
皇
太
子
を 

最
も
陛
下
を
愛
し
て
い
る
と 

ほ
め
た
た
え
た
こ
と
。（
６
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
鄧
通
が
」（
２
点
） 

 

○
「
鄧
が
」
「
通
が
」
も
許
容
す
る
。
○
。 

 

✖
固
有
名
詞
を
出
さ
ず
、
「
臣
下
が
」
の
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

 

Ｂ
「
皇
太
子
を
」（
１
点
） 

 

○
「
皇
太
子
の
こ
と
を
」
な
ど
も
可
○
。 

 

○
「
皇
太
子
」
は
、「
太
子
」
も
可
○
。 

 

Ｃ
「
最
も
陛
下
を
愛
し
て
い
る
と
」（
１
点
） 

 

○
「
最
も
」
は
「
一
番
」
「
最
高
に
」
な
ど
も
可
○
。 

○
「
陛
下
」
は
「
皇
帝
」「
帝
」「
文
帝
」
も
可
○
。 

 

✖
「
王
」
は
✖
０
点
。 

 

○
「
最
も
～
愛
し
て
い
る
」
は
、「
愛
し
て
い
る
の
に
及
ぶ
（
か
な
う
）
も
の
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
も
可
○
。 

 

✖
「
最
も
」「
～
に
及
ぶ
（
か
な
う
）
者
は
い
な
い
」
の
要
素
が
な
い
も
の
は
✖
。
例
「
陛
下
を
愛
し
て
い
る
」
は
✖
。
０
点
。 

 

Ｄ
「
ほ
め
た
た
え
た
こ
と
」（
２
点
） 

 

○
「
ほ
め
た
」「
称
賛
し
た
」「
称
え
た
」
な
ど
も
可
。 

 

✖
「
王
に
言
っ
た
」
の
よ
う
に
、「
誉
め
る
」
と
い
う
表
現
の
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

 

○
「（
鄧
通
の
、
皇
太
子
が
最
も
文
帝
を
愛
し
て
い
る
）
と
い
う
称
賛
。」
の
よ
う
な
答
え
方
で
も
可
○
。 

   

問
５ 

９
点 

  
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 

Ｄ
①
○
２
点 

（
模
範
解
答
）
他
人
の
短
所
を
明
ら
か
に
し
て 

世
を
正
し
く
導
こ
う
と
す
る
者
は
、 

な
お
さ
ら 

他
人
に
恨
ま
れ
て 

 
 
 
 
 
 

Ｄ
②
○
３
点 

 
 

※ 

苦
難
に
陥
る 

と
い
う
こ
と
。（
９
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※
「
Ａ
す
ら
且
つ
猶
ほ
Ｂ
、
況
や
Ｃ
を
や
」
の
抑
揚
形
の
「
況
や
Ｃ
を
や
」
に
あ
た
る
傍
線
部
で
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、 

傍
線
部
の
前
文
の
「
Ａ
す
ら
且
つ
猶
ほ
Ｂ
」
に
あ
た
る
部
分
を
踏
ま
え
て
答
え
て
い
る
こ
と
。 

 

Ａ
「
他
人
の
短
所
を
明
ら
か
に
し
て
」（
２
点
） 

 

※
傍
線
部
「
人
の
短
を
明
ら
か
に
し
て
」
の
解
釈 

 

○
「
他
人
」
は
「
人
」
も
可
。 



 
○
「
明
ら
か
に
し
て
」
は
「
は
っ
き
り
さ
せ
て
」「
暴
い
て
」「
批
判
し
て
」
な
ど
も
可
。 

 
✖
「
短
」
を
「
短
所
」「
欠
点
」「
非
」
の
意
で
解
釈
し
て
い
な
い
も
の
や
、
そ
の
ま
ま
「
短
」
と
し
て
い
る
も
の
は
✖
。
０
点
。 

 
 Ｂ

「
世
を
正
し
く
導
こ
う
と
す
る
者
は
」（
１
点
） 

 

※
傍
線
部
「
世
を
矯
す
者
」
の
解
釈 

 

○
「
世
」
は
「
国
」「
社
会
」
な
ど
も
可
と
す
る
。 

 

○
「
正
し
く
導
く
」「
正
す
」「
矯
正
す
る
」「
世
直
し
す
る
」
な
ど
も
可
と
す
る
。 

✖
「
矯
す
」
を
全
く
訳
出
し
て
い
な
い
も
の
、
明
ら
か
に
間
違
っ
た
訳
を
当
て
て
い
る
も
の
、
「
矯
す
」
の
ま
ま
に
し
て
い
る

も
の
は
不
可
✖
０
点
。 

 
 Ｃ

「
な
お
さ
ら
」（
１
点
） 

 

○
Ａ
・
Ｂ
の
よ
う
な
者
は
「
人
の
長
所
を
ほ
め
た
た
え
る
者
以
上
に
（
～
よ
り
・
～
よ
り
も
）
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
も
可
○
。 

 

○
「
鄧
通
以
上
に
（
～
よ
り
・
～
よ
り
も
）」
も
可
○
と
す
る
。 

 

○
「
い
っ
そ
う
」「
当
然
」
な
ど
も
可
○
。 

 

Ｄ
「
他
人
に
恨
ま
れ
て
苦
難
に
陥
る
」（
５
点
） 

 

※
Ａ
・
Ｂ
の
よ
う
な
者
の
「
罪
と
為
る
」
に
相
当
す
る
内
容
。
①
「
他
人
に
恨
ま
れ
て
」、
②
「
苦
難
に
陥
る
」
の
２
点
に
分
け

て
採
点
。 

※
鄧
通
の
場
合
は
、
皇
帝
（
に
即
位
し
た
皇
太
子
）
に
に
ら
ま
れ
た
た
め
、
罪
に
問
わ
れ
、
殺
さ
れ
た
が
、
こ
の
部
分
の
、 

Ａ
Ｂ
の
よ
う
な
者
が
、
短
所
を
明
ら
か
に
す
る
「
人
」
は
そ
う
と
は
限
ら
な
い
の
で
、《
「
罪
と
為
る
」
に
相
当
す
る
内
容
》

と
言
っ
て
も
、
必
ず
し
も
《
罪
に
問
わ
れ
る
》
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、《
苦
し
い
状
況
に
お
か
れ
る
》
と
い
う
こ
と
。 

 

 

①
「
他
人
に
恨
ま
れ
て
」（
２
点
） 

 
 

※
「
他
人
の
短
所
を
明
ら
か
に
し
て
世
を
正
し
く
導
こ
う
と
す
る
者
」
が
、
世
間
の
人
の
心
の
中
で
恨
ま
れ
た
り
嫌
わ
れ
た

り
す
る
と
い
う
内
容
。 

○
「
人
に
恨
ま
れ
る
」「
人
に
嫌
わ
れ
る
」
の
意
で
あ
れ
ば
可 

 

 

②
「
苦
難
に
陥
る
」（
３
点
） 

 
 

※
現
実
に
罰
を
受
け
た
り
迫
害
さ
れ
た
り
、
世
間
か
ら
冷
遇
さ
れ
た
り
な
ど
、
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
、
と
い
う
内
容
。 

 
 

○
「
罪
と
な
る
」「
罪
と
さ
れ
る
」「
非
難
さ
れ
る
」
「
と
が
め
ら
れ
る
」
な
ど
も
可
○
と
す
る
。 

 
 

▲
「
罪
深
い
」
は
「
非
人
道
的
」「
非
道
徳
的
」
の
意
に
な
り
、
ズ
レ
る
の
で
▲
１
点
減
点
で
△
２
点
。 

 
 

○
「
苦
し
い
目
に
遭
う
」「
ひ
ど
い
目
に
あ
う
」
と
い
う
内
容
で
あ
れ
ば
可
○
と
す
る
。 

 
 

○
「
～
だ
ろ
う
」「
～
に
ち
が
い
な
い
」
の
よ
う
な
表
現
を
付
け
て
も
可
。 

 
 

▲
「
つ
ら
く
思
う
」「
悲
し
む
」
の
よ
う
な
心
情
的
な
表
現
に
し
て
い
る
も
の
は
▲
１
点
減
点
で
△
２
点
。 

  

※
「
～
と
い
う
こ
と
」 

 

▲ 

「
～
か
ら
」「
～
の
で
」
の
よ
う
に
理
由
説
明
に
な
っ
て
い
た
り
、
適
切
な
文
末
表
現
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
る

場
合
は
、
▲
１
点
減
点
す
る
。 

  


